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巻頭目

静岡県母性衛生学会

会長西口富三

巻頭にあたり、本年4月3日、第二代会長・長野壽久先生がご逝去されましたことをご報告申し上げ

ます。先生には昭和62年の設立当初より本学会の発展において多大なる御尽力を賜わってまいりました。

ここに先生の御功績に深謝申し上げますとともに、謹んで哀悼の意を捧げます。また、昨年の東日本大

震災に始まり、豪雪、豪雨 ・大洪水など、ここ 1年、我が国はかつて経験したことのない天災被害にみ

まわれました。被災された方々に心よりお見舞い申し上げますとともに、早期の復興を祈願いたします。

さて、我が国は、先進国では類をみない少子高齢化社会を迎えており、ついに総人口の減少という重

大な局面に至りました。現在、少子化対策は我が国の喫緊の課題となっていますが、周産期医療の現場

では不妊治療の展開、晩婚にともなう高齢妊娠の増加、そして、合併症妊娠の増加など、ハイリスク妊

娠が年々増加しているのはご衆知のとおりです。こういった状況の中で、貴重な児の出生に携わる周産

期医療への責務も嵩まっており、我々は医療の質の向上に努めていく必要があります。本学会は、周産

期医療に携わる医師、助産師 ・看護師、保健師、栄養士、教員、そして、未来を担う学生等で構成され

ており、本会の有する意義、そして、その使命は今後益々高まっていくといえます。職種間の垣根を越

えて互いに顔のみえる交流のなかで、 一致団結して周産期医療に貢献していければと願います。

今回の学術雑誌第二号では、総説1絹のほか、原著論文1編、研究報告2編、そして、“第2回羽衣

セミナー”を特集として取り上げました。創刊号では、母体救急救命病態の一つ、“肺血栓塞栓症＂対

策について浜松医療センター院長の小林隆夫先生に総説をお頻いしました。今回は、‘‘妊産婦の心肺蘇生”

を取り上げ、埼玉医科大学総合医療センター麻酔科准教授の照井克生先生に総説をお願いしました。母

体救急救命病態は初期対応が大変重要であり 、臨床の場で遭遇した場合、どのように対応すべきか、両

総説は大変参考になることと思います。また、原著論文、研究報告では、最近注目されている“グリー

フケア”に関する取り組み、精神神経疾患合併妊娠に対する地域連携を通した取り組み、そして、正常

な経過を辿っていた妊婦から発症した分娩子荊症例を通しての管理の在り方についての検討など、多岐

にわたり盛りだくさんな内容となっています。日常の臨床に即応用できる内容もたくさん掲載されてい

ますので、会員の皆様にとって有益なものであることを期待いたします。

本学術雑誌は今後も継続して発行していく 予定です。学術論文の作成に不慣れな方々もいらっしゃる

かと思いますが、できうる限りサポートしていきますので、多くの方々からの御投稿をお待ちいたしま

す。

最後に、会員の皆様の益々のご健勝を祈願し、巻頭の辞といたします。
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